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は
じ
め
に

　

本
稿
は
、「
鳥
取
県
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
条
例
」（
以
下
「
公

文
書
管
理
条
例
」
と
い
う
。）
附
則
第
三
項
（
経
過
措
置
）
に
係
る

条
例
施
行
前
の
公
文
書
（
適
宜
「
簿
冊
」
と
表
記
す
る
。）
の
再
選

別
に
つ
い
て
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

鳥
取
県
は
、
平
成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
四
月
一
日
に
、
都
道
府

県
で
三
番
目
と
な
る
公
文
書
管
理
条
例
を
施
行
し
た
。
こ
の
条
例
に

よ
り
公
文
書
の
作
成
、
取
得
、
分
類
、
整
理
、
保
存
及
び
鳥
取
県
立

公
文
書
館
（
以
下
、「
当
館
」
と
い
う
。）
へ
の
引
継
又
は
廃
棄
に
至

る
ま
で
の
ル
ー
ル
が
統
一
さ
れ
明
確
化
さ
れ
た
。

　

公
文
書
管
理
条
例
の
施
行
に
伴
っ
て
大
き
く
変
化
し
た
も
の
と
し

て
、
文
書
分
類
の
作
成
や
簿
冊
名
の
公
表
、
文
書
の
保
存
年
限
の
変

更
が
あ
る
。
条
例
施
行
前
の
知
事
部
局
で
は
、
永
年
保
存
、
一
〇
年

保
存
、
五
年
保
存
、
一
年
保
存
、
一
年
未
満
に
区
分
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
う
ち
、永
年
保
存
と
規
定
さ
れ
て
い
た
公
文
書
の
保
存
期
間
が
、

国
際
慣
行
に
準
じ
て
三
〇
年
保
存
と
な
っ
た
。
こ
の
変
更
に
よ
り
、

全
て
の
公
文
書
が
当
館
に
移
管
す
る
か
廃
棄
す
る
か
の
選
別
対
象
と

な
っ
た
。
当
館
は
公
文
書
管
理
条
例
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
歴

史
公
文
書
等
を
保
存
す
る
機
関
と
し
て
、「
鳥
取
県
立
公
文
書
館
歴

史
公
文
書
等
評
価
選
別
方
針
」（
以
下
「
選
別
基
準
」
と
い
う
。）
を

定
め
、
こ
れ
に
基
づ
い
た
評
価
選
別
を
始
め
た
。
な
お
、
こ
の
基
準

は
平
成
三
一
年
四
月
一
日
に
一
部
改
正
さ
れ
た（

（
（

。

　

本
稿
で
は
、
公
文
書
管
理
条
例
施
行
前
に
当
館
に
引
継
が
れ
て
い

た
永
年
保
存
の
公
文
書
を
、
前
述
の
選
別
基
準
に
基
づ
い
て
五
年
間

再
選
別
を
行
っ
て
き
た
筆
者
が
経
験
し
た
事
例
を
紹
介
す
る
（
文
末

　
〔
事
例
紹
介
〕

「
公
文
書
管
理
条
例
」
制
定
に
伴
う
永
年
保
存
文
書
の
再
選
別

　
　
　
田
　
中
　
　
　
泉
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【
表
】
参
照
）。

　
　
　

一　

経
過
措
置

　

公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
公
文
書
管
理
法
」
と

い
う
。）
附
則
第
二
条
は
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
に
関
す
る
経
過
措

置
と
し
て
「
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
国
立
公
文
書
館
等
が
保
存

す
る
歴
史
公
文
書
等
に
つ
い
て
は
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
と
み
な

す
。」
と
規
定
し
て
い
る
。
公
文
書
管
理
法
に
依
拠
し
た
条
例
制
定

を
行
っ
た
鳥
取
県
で
は
、
同
様
の
規
定
と
し
て
、
附
則
第
三
項
に
経

過
措
置
と
し
て
「
こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
次
項
の
規
定
に
よ
る

改
正
前
の
鳥
取
県
立
公
文
書
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

（
平
成
二
年
鳥
取
県
条
例
第
六
号
）
第
三
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り

公
文
書
館
が
保
存
す
る
公
文
書
等
に
つ
い
て
は
、
特
定
歴
史
公
文
書

等
と
み
な
す
。」
と
規
定
し
た
。
公
文
書
管
理
法
と
の
違
い
は
、
当

館
の
い
わ
ゆ
る
設
管
条
例
に
規
定
さ
れ
た
公
文
書
等
を
特
定
歴
史
公

文
書
等
と
明
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。
当
館
は
、平
成
二
（
一
九
九
〇
）

年
一
〇
月
一
日
に
開
館
し
た
。
そ
の
根
拠
と
な
る
設
管
条
例
の
第
三

条
は
、
五
項
目
の
業
務
を
列
記
し
て
い
る
が
、
そ
の
第
一
号
は
「
公

文
書
等
の
収
集
、
整
理
及
び
保
存
に
関
す
る
こ
と
。」
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
当
館
が
開
館
し
て
か
ら
収
集
・
保
存
さ
れ
た
公
文
書
等
は
、

現
に
当
館
が
保
存
す
る
も
の
と
し
て
特
定
歴
史
公
文
書
等
に
位
置
付

け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
国
の
よ
う
に
法
制
化
の
前
に
長
期
保
存
文
書
が
す
で

に
三
〇
年
保
存
と
さ
れ
て
い
た
場
合
は
、
法
制
化
前
か
ら
評
価
選
別

が
行
わ
れ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
鳥
取
県
の
場
合
は
公
文
書

管
理
条
例
に
合
わ
せ
て
永
年
保
存
文
書
を
三
〇
年
保
存
に
変
更
し
た

の
で
あ
り（

（
（

、
開
館
以
後
に
引
継
・
収
集
さ
れ
た
資
料
を
無
条
件
に
特

定
歴
史
公
文
書
等
に
切
り
替
え
る
こ
と
に
は
再
考
の
余
地
が
あ
っ

た
。

　

最
大
の
問
題
は
、
目
録
上
約
五
万
件
と
さ
れ
る
公
文
書
の
扱
い
で

あ
る
。
筆
者
は
公
文
書
管
理
条
例
施
行
か
ら
六
年
目
と
な
る
平
成

二
九
年
四
月
か
ら
公
文
書
の
見
直
し
を
担
当
し
た
。
条
例
施
行
後
の

早
い
時
期
に
は
問
題
視
さ
れ
て
い
た
が
、
人
員
不
足
の
た
め
棚
上
げ

さ
れ
て
い
た
事
案
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
書
庫
の
狭
隘
化
も
見
直
し
を

開
始
す
る
理
由
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
た
。

　
　
　

二　

見
直
し
の
開
始

　

鳥
取
県
で
は
、
昭
和
三
一
（
一
九
五
六
）
年
度
か
ら
平
成
一
六
年

度
ま
で
公
文
書
の
管
理
に
「
部
目
制
」
と
い
う
文
書
分
類
を
行
っ
て

き
た
。
共
通
事
務
を
Ⅰ
部
、
固
有
事
務
を
Ⅱ
部
と
し
、
Ⅰ
部
に
は
四

目
、
Ⅱ
部
に
は
九
目
を
置
く
形
で
、
合
わ
せ
て
一
三
分
類（

（
（

と
す
る
方

式
で
あ
る
。
平
成
一
六
年
度
に
電
子
決
裁
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
こ
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と
に
よ
り
廃
止
と
な
っ
た
が
、
当
館
所
蔵
の
公
文
書
は
、
こ
の
分
類

に
よ
っ
て
排
架
さ
れ
る
も
の
が
大
半
を
占
め
る
。
ち
な
み
に
、
同
じ

部
局
が
作
成
し
た
公
文
書
が
連
続
し
て
排
架
さ
れ
る
の
で
、
閲
覧
請

求
が
あ
っ
た
場
合
の
出
納
が
容
易
で
あ
る
の
が
利
点
で
あ
る
。

　

本
題
の
前
に
、
排
架
状
況
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
当
館
は
地
下

一
階
、
二
階
に
合
わ
せ
て
四
つ
の
書
庫
を
有
し
、
そ
の
書
架
延
長
は

約
七
・
一
㎞
で
あ
る
。
こ
こ
に
知
事
部
局
等
実
施
機
関
か
ら
引
き
継

い
だ
公
文
書
が
約
五
万
三
千
冊
、
行
政
・
統
計
資
料
約
六
千
四
百
冊
、

寄
贈
・
寄
託
資
料
約
一
万
一
千
点
が
収
蔵
さ
れ
る（

（
（

。
公
文
書
が
排
架

さ
れ
る
の
は
、第
三
書
庫
（
二
六
三
〇
ｍ
）
と
第
四
書
庫
（
二
〇
二
九

ｍ
）
で
あ
る
。
当
館
の
開
館
に
伴
い
、「
鳥
取
県
文
書
管
理
規
則
」「
鳥

取
県
文
書
の
整
理
、保
管
及
び
保
存
に
関
す
る
規
程
」
が
改
正
さ
れ
、

文
書
主
管
課
の
中
間
書
庫
に
保
管
さ
れ
る
永
年
保
存
文
書
は
、
完
結

後
二
〇
年
が
経
過
す
る
と
当
館
へ
引
き
継
ぐ
こ
と
と
さ
れ
た
。
こ
れ

ら
の
公
文
書
は
第
三
書
庫
で
さ
ら
に
二
〇
年
間
保
管
し
た
後
、
文
書

作
成
課
と
公
開
に
向
け
た
協
議
を
行
い
、
そ
の
上
で
第
四
書
庫
に
移

さ
れ
て
一
般
の
閲
覧
に
供
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
完
結
後
四
〇
年
を

経
過
し
た
公
文
書
を
一
般
の
閲
覧
に
供
す
る
方
法
は
、
鳥
取
県
独
自

の
も
の
で
あ
っ
た
。

　

当
時
の
書
庫
管
理
の
問
題
は
、
一
三
分
類
さ
れ
た
公
文
書
の
出
納

が
容
易
な
半
面
、
文
書
主
管
課
か
ら
新
し
い
公
文
書
を
受
け
入
れ
る

際
や
第
三
か
ら
第
四
の
書
庫
に
移
す
際
に
玉
突
き
が
生
じ
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、移
動
作
業
に
時
間
を
要
す
る
の
み
な
ら
ず
、

公
文
書
の
排
架
位
置
が
変
わ
る
こ
と
で
出
納
に
支
障
が
生
じ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
し
か
し
、筆
者
が
勤
務
を
始
め
た
平
成
二
九
年
度
に
は
、

こ
の
状
態
は
解
消
さ
れ
て
お
り
、
一
三
分
類
の
秩
序
は
維
持
さ
れ
た

ま
ま
、
排
架
位
置
は
固
定
化
さ
れ
て
い
た
。

　

さ
て
、
三
〇
年
保
存
と
さ
れ
た
公
文
書
の
再
選
別
で
あ
る
が
、
手

探
り
の
状
態
で
開
始
さ
れ
た
た
め
、
ひ
と
ま
ず
再
選
別
を
行
う
対
象

範
囲
の
確
定
、
作
業
手
順
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
か
ら
始
め
た
。
館
内

協
議
の
結
果
、
前
述
の
一
三
分
類
を
選
別
基
準
に
則
し
て
再
選
別
す

る
こ
と
に
し
た
。

　

な
お
、
選
別
基
準
で
は
、
昭
和
二
八
（
一
九
五
三
）
年
度
以
前
に

完
結
し
た
公
文
書
は
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
と
し
て
自
動
的
に
保
存

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
昭
和
二
八
年
は
、
町
村
合
併
促
進
法
が
施

行
さ
れ
た
年
で
、
鳥
取
県
で
は
、
前
年
の
知
事
勧
告
と
相
ま
っ
て
、

全
国
で
も
市
町
村
合
併
が
比
較
的
円
滑
に
進
ん
だ
。
そ
の
年
を
区
切

り
と
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
対
象
範
囲
と
作
業
手
順
は
、
次
の
よ

う
で
あ
る
。

①	

対
象
範
囲
を
昭
和
二
九
年
度
か
ら
昭
和
六
三
年
度
ま
で
の
公

文
書
と
し
て
リ
ス
ト
化
（
エ
ク
セ
ル
）
す
る
。
昭
和
六
三
年

度
と
し
た
の
は
一
先
ず
昭
和
の
終
わ
り
ま
で
を
区
切
り
と
し

た
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
を
一
三
分
類
ご
と
に
一
件
ず
つ
確
認

し
て
い
く
。
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②	

公
文
書
は
劣
化
が
み
ら
れ
る
も
の
も
あ
り
、
修
復
が
必
要
と

判
断
さ
れ
る
も
の
は
、
リ
ス
ト
の
備
考
欄
に
「
破
れ
」「
文

字
消
え
」「
ス
テ
ー
プ
ラ
留
め
」
等
の
状
況
を
記
載
す
る
。

③	

選
別
基
準
に
則
し
て
廃
棄
、
保
存
、
判
断
に
迷
う
も
の
を
保

留
す
る
案
を
作
成
し
、
再
選
別
判
定
会
議
（
館
長
以
下
数
名

の
職
員
）
の
協
議
に
付
す
。
協
議
を
行
う
場
合
は
、
該
当
公

文
書
を
会
議
参
加
者
が
手
に
と
っ
て
内
容
確
認
で
き
る
よ
う

に
準
備
す
る
。
こ
の
会
議
を
経
て
、廃
棄
、保
存
を
確
定
す
る
。

④	

廃
棄
を
決
定
し
た
公
文
書
は
、
毎
年
度
の
廃
棄
文
書
の
扱
い

と
同
様
に
、
当
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
し
て
か
ら
廃
棄
を

行
う
。

　

対
象
範
囲
と
作
業
手
順
が
決
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、Ⅰ
部
一
目
の「
人

事
」
か
ら
再
選
別
に
か
か
っ
た
。
鳥
取
県
は
人
事
関
係
の
公
文
書
が

比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
が
、「
定
期
昇
給
」「
定
期

昇
給
内
申
書
」「
給
与
実
態
調
査
（
電
算
打
出
）」
等
は
、
庶
務
、
経

理
そ
の
他
定
期
的
業
務
を
遂
行
す
る
過
程
で
作
成
さ
れ
る
文
書
で
あ

り
、
再
選
別
判
定
会
議
の
協
議
の
結
果
廃
棄
す
る
こ
と
と
し
た
。
協

議
に
時
間
を
費
や
し
た
も
の
に
、「
臨
時
的
任
用
職
員
（
ア
ル
バ
イ

ト
）」
に
係
る
公
文
書
が
あ
っ
た
。
短
期
ア
ル
バ
イ
ト
に
係
る
公
文

書
の
価
値
判
断
は
議
論
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
そ
も
そ

も
人
事
異
動
関
係
の
公
文
書
は
廃
棄
し
な
い
ほ
う
が
良
い
、
貸
出
申

請
の
実
績
が
あ
る
、
文
書
作
成
課
か
ら
「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
上
で
管
理

さ
れ
て
い
な
い
時
期
の
も
の
で
、
原
本
だ
け
が
頼
り
」
と
い
う
回
答

が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
引
き
続
き
保
存
す
る
こ
と
と
し
た
。
Ⅰ
部

二
目
の
「
予
算
」
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
選
別
基
準
で
は
、
主
管
す

る
財
政
課
が
作
成
し
た
も
の
の
み
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
し
て
い
る
。

し
か
し
、
当
時
予
算
要
求
し
た
文
書
作
成
課
が
永
年
保
存
と
し
た
も

の
は
、
資
料
的
価
値
も
高
く
、
現
在
の
選
別
基
準
を
そ
の
ま
ま
適
用

す
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
っ
た
。
結
論
的
に
は
、
予
算
関
係
に
つ
い

て
は
、
電
算
出
力
の
数
字
の
み
が
編
綴
さ
れ
る
簿
冊
以
外
は
保
存
す

る
こ
と
と
し
た
。
現
在
の
選
別
基
準
の
適
用
を
行
わ
な
い
で
保
存
す

る
も
の
と
し
て
は
、
起
債
関
係
、
国
へ
の
報
告
関
係
、
各
種
調
査
関

係
、
固
定
資
産
税
関
係
の
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
の
他
、
判
断
に
迷
う

も
の
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
。

①	

大
蔵
省
印
刷
局
編
纂
『
職
員
録
』
の
よ
う
に
公
文
書
扱
い
と

な
っ
て
い
る
印
刷
物
を
ど
う
扱
う
か
。

②	

「
蚕
糸
課
」
の
よ
う
な
、
時
代
を
映
す
課
が
作
成
し
た
公
文

書
は
保
存
す
べ
き
か
。

③	

文
書
の
引
継
ぎ
、
廃
棄
に
係
る
公
文
書
の
扱
い
を
ど
う
す
る

か
。

④	
貴
重
と
判
断
さ
れ
る
冊
子
が
綴
ら
れ
て
い
る
場
合
は
保
存
す

べ
き
か
。

　

こ
れ
ら
に
対
す
る
結
論
は
、
①
は
、
廃
棄
処
理
を
し
て
改
め
て
行

政
刊
行
物
に
登
録
す
る
。
②
③
④
は
、
内
容
を
問
わ
ず
保
存
す
る
と
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し
た
。

　

さ
ら
に
、
再
選
別
で
は
、
現
在
の
目
線
で
公
開
・
非
公
開
の
判
断

を
再
度
行
う
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
閲
覧
に
供
す
る
と
判

断
さ
れ
て
い
る
公
文
書
で
も
、
例
え
ば
非
公
開
と
す
べ
き
個
人
の
情

報
が
綴
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
リ
ス
ト
に
非
公
開
と
す
べ
き
情

報
の
有
無
を
記
載
す
る
こ
と
と
し
た
。
さ
ら
に
、
文
書
管
理
シ
ス
テ

ム
の
情
報
を
「
要
審
査
」
に
修
正
す
る
と
と
も
に
、
簿
冊
に
貼
付
さ

れ
た
「
公
開
」
シ
ー
ル
の
上
に
「
要
審
査
」
の
シ
ー
ル
を
貼
付
す
る

よ
う
に
し
た
。

　

再
選
別
判
定
会
議
で
引
き
続
き
保
存
と
決
定
さ
れ
た
公
文
書
は
ひ

と
ま
ず
問
題
な
い
が
、「
廃
棄
」
と
決
定
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
れ

を
処
理
す
る
必
要
が
出
て
き
た
。

　
　
　

三　
「
廃
棄
」
の
扱
い

　

公
文
書
管
理
法
は
、
第
一
五
条
で
「
国
立
公
文
書
館
等
の
長
（
中

略
）
は
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
に
つ
い
て
、
第
二
十
五
条
の
規
定
に

よ
り
廃
棄
さ
れ
る
に
至
る
場
合
を
除
き
、
永
久
に
保
存
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。」（
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
保
存
等
）、第
二
五
条
で
「
国

立
公
文
書
館
等
の
長
は
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
と
し
て
保
存
さ
れ
て

い
る
文
書
が
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
で
な
く
な
っ
た
と
認
め
る
場
合

に
は
、
内
閣
総
理
大
臣
に
協
議
し
、
そ
の
同
意
を
得
て
、
当
該
文
書

を
廃
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」（
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
廃
棄
）
と

規
定
す
る
。

　

公
文
書
管
理
条
例
も
同
様
で
、
第
一
二
条
「
館
長
は
、
特
定
歴
史

公
文
書
等
に
つ
い
て
、
第
二
三
条
の
規
定
に
よ
り
廃
棄
す
る
場
合
を

除
き
、
永
久
に
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」、
第
二
三
条
第
一
項

「
館
長
は
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
と
し
て
保
存
し
て
い
る
文
書
が
歴

史
資
料
と
し
て
重
要
で
な
く
な
っ
た
と
認
め
る
場
合
に
は
、
当
該
文

書
を
廃
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
規
定
す
る
。
さ
ら
に
、
鳥
取

県
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
第
一
一
条
に
「
館
長

は
、
条
例
第
二
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
歴
史
公
文
書
等
を

廃
棄
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
特
定
歴
史
公
文

書
等
を
引
き
継
い
だ
実
施
機
関
と
協
議
す
る
も
の
と
す
る
。」
と
規

定
し
て
い
る
。
公
文
書
管
理
条
例
の
規
定
に
よ
り
「
廃
棄
」
の
決
定

権
は
公
文
書
館
長
に
あ
る
。
た
だ
し
、
文
書
作
成
課
が
知
ら
な
い
う

ち
に
「
廃
棄
」
す
る
こ
と
は
問
題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
鳥
取
県
立
公
文
書
館
管
理
運
営
要
綱
は
廃
棄
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

第
二
六
条　

条
例
第
二
三
条
第
一
項
に
定
め
る
「
歴
史
資
料
と

し
て
重
要
で
な
く
な
っ
た
と
認
め
る
場
合
」
と
は
、
次
の
い

ず
れ
か
の
基
準
に
該
当
す
る
場
合
を
い
う
。

（
一
）
劣
化
が
極
限
ま
で
進
行
し
て
判
読
及
び
修
復
が
不
可
能

で
利
用
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
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（
二
）
行
政
の
挙
証
責
任
と
し
て
の
当
該
簿
冊
の
役
割
が
完
結

し
て
い
る
場
合

２　

条
例
第
二
三
条
第
二
項
で
定
め
る
公
表
の
方
法
は
、
閲
覧

室
へ
の
掲
示
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
公
表
と
す
る
。

　

一
度
特
定
歴
史
公
文
書
と
な
っ
た
公
文
書
の
廃
棄
は
、
条
例
、
規

則
、
要
綱
に
則
し
て
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
の
作
業
手
順
の

詳
細
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①	

文
書
作
成
課
と
の
協
議

　

文
書
照
会
の
形
を
と
る
が
、
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
公
文
書
の

表
紙
と
文
書
の
一
部
の
写
真
デ
ー
タ
を
添
付
す
る
。
本
来
は
原
本

を
確
認
し
た
上
で
判
断
す
べ
き
で
あ
る
が
、
諸
々
の
事
情
で
で
き

な
か
っ
た
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

②	

公
表
と
そ
の
後
の
処
理

　

鳥
取
県
公
文
書
管
理
条
例
第
二
三
条
第
二
項
で
は
「
館
長
は
、

前
項
の
規
定
に
よ
り
文
書
を
廃
棄
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
廃
棄

の
日
の
一
月
前
ま
で
に
、
当
該
文
書
の
名
称
、
廃
棄
の
日
そ
の
他

規
則
で
定
め
る
事
項
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
規
定

し
て
い
る
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
廃
棄
の
理
由
、
作
成
年
度
（
寄
贈

又
は
寄
託
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
そ
の
年
度
）、
記
録
媒
体
の

種
別
、
公
文
書
の
名
称
及
び
作
成
年
度
が
記
載
さ
れ
た
「
廃
棄
予

定
簿
冊
一
覧
表
」
を
作
成
し
、
閲
覧
室
へ
の
掲
示
及
び
当
館
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
公
表
す
る
。
公
表
の
期
間
は
一
月
間
と
し
て
、
意
見

が
出
さ
れ
た
場
合
は
、
再
選
別
判
定
会
議
で
再
度
検
討
す
る
と
し

た
。
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
に
意
見
が
出
さ
れ
た
こ
と
は
一
度
も
な

い
。

　
「
廃
棄
」
が
確
定
し
た
後
は
、
ま
ず
電
子
起
案
に
よ
り
文
書
作

成
課
と
文
書
主
管
課
の
政
策
法
務
課
へ
報
告
を
行
う
。
さ
ら
に
、

目
録
等
の
修
正
、
書
架
か
ら
の
撤
去
を
行
う
な
ど
の
事
務
処
理
を

行
う
。
行
政
刊
行
物
へ
の
登
録
替
え
を
含
む
「
廃
棄
」
処
理
は
、

七
八
一
冊
と
な
っ
て
い
る
（
後
述
）。

　
　
　

四　

再
選
別
の
必
要
性
、
成
果
と
課
題

　

当
館
で
は
、
公
文
書
の
評
価
選
別
作
業
の
た
め
に
二
台
の
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
型
ロ
ボ
ッ
ト
（
Ｒ
Ｐ
Ａ
）
を
導
入
し
た
。
一
号
ロ
ボ
ッ
ト

は
、
簿
冊
に
綴
ら
れ
た
電
子
文
書
の
件
数
デ
ー
タ
を
取
得
す
る
と
と

も
に
、
電
子
文
書
デ
ー
タ
か
ら
最
終
決
裁
日
情
報
を
取
得
し
て
、
簿

冊
情
報
と
照
合
し
て
判
定
を
行
う
「
満
了
日
判
定
」
ロ
ボ
ッ
ト
で
あ

る
。
二
号
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
一
号
で
作
成
さ
れ
た
フ
ァ
イ
ル
を
使
用
し

て
、さ
ら
に
情
報
を
追
加
し
て
い
く
「
キ
ー
ワ
ー
ド
判
定
」
を
行
う
。

こ
れ
ら
の
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
に
よ
り
、
従
来
手
作
業
で
行
っ
て
い
た

情
報
収
集
や
確
認
作
業
の
負
担
は
大
幅
に
軽
減
し
た（

（
（

。

　

し
か
し
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
は
電
子
文
書
に
は
有
効
に
働
く
が
、
紙
文
書
が

対
象
の
場
合
は
通
用
し
な
い
。
今
の
と
こ
ろ
は
、
時
間
を
か
け
て
地
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道
に
簿
冊
を
め
く
る
従
来
型
の
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

　

再
選
別
の
成
果
で
あ
る
が
、
こ
の
約
五
年
間
で
対
象
簿
冊

二
四
五
六
五
冊
の
内
、
四
六
七
〇
冊
を
精
査
し
、
七
八
一
冊
の
廃
棄

を
行
っ
た
。
廃
棄
率
は
約
一
六
・
七
％
で
あ
る
。
し
か
し
、
廃
棄
の

実
情
は
、
行
政
刊
行
物
へ
の
登
録
替
え
が
大
半
で
、
廃
棄
と
さ
れ
た

簿
冊
は
、七
八
一
冊
の
内
一
四
四
冊（
精
査
し
た
簿
冊
の
約
三
・
一
％
）

で
あ
っ
た
。
数
字
だ
け
見
る
と
、
再
選
別
の
必
要
性
に
疑
問
を
感
じ

る
の
も
事
実
で
あ
る
。

　

再
選
別
に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
再
選
別
判
定
会

議
に
か
け
て
協
議
を
し
て
き
た
が
、
そ
れ
以
外
に
筆
者
は
次
の
よ
う

な
こ
と
を
感
じ
た
。第
一
は
、廃
棄
に
つ
い
て
は
、公
文
書
管
理
条
例
、

同
規
則
、
同
要
綱
に
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
再
選
別
に
つ
い
て
は
明

文
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
目
的
等
が
不
明
瞭
な
こ
と
で
あ
る
。
事

業
に
従
事
す
る
職
員
を
確
保
す
る
と
い
う
点
で
も
、
何
ら
か
の
規
定

が
あ
っ
て
も
よ
い
と
思
う
。
第
二
は
、
再
選
別
判
定
会
議
で
の
議
論

や
文
書
作
成
課
と
の
意
見
調
整
等
が
蓄
積
さ
れ
て
く
る
の
で
、
そ
れ

ら
を
有
効
活
用
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
必
要
で
は
な
い
か
と

思
う
。
幸
い
に
、
令
和
元
年
度
か
ら
評
価
選
別
Ｄ
Ｂ
が
運
用
さ
れ
て

い
る
の
で
、
そ
の
中
に
組
み
込
ん
で
い
き
た
い
。
第
三
は
、
精
査
時

に
劣
化
や
文
字
消
え
が
み
ら
れ
る
箇
所
に
文
字
情
報
を
施
し
た
付
箋

を
入
れ
て
い
る
が
、
そ
の
ま
ま
に
し
な
い
で
修
復
担
当
職
員
と
連
携

を
取
り
な
が
ら
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
修
復
等
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
公
文
書
管
理
条
例
施
行
前
に
当
館
が
所
蔵
し
て
い
た

永
年
保
存
文
書
の
再
選
別
に
つ
い
て
、
事
例
紹
介
を
試
み
た
。
依
然

試
行
錯
誤
の
状
態
で
あ
り
、
十
分
な
成
果
が
上
が
っ
て
い
る
と
は
言

い
難
い
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
精
査
し
た
簿
冊
の
約
三
・
一
％
が
廃

棄
対
象
で
あ
っ
た
と
い
う
状
況
か
ら
す
る
と
、
そ
も
そ
も
再
選
別
の

必
要
性
が
あ
る
の
か
と
い
う
疑
問
を
感
じ
る
。
ま
た
、
再
選
別
を
行

う
理
由
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
書
庫
の
狭
隘
化
へ
の
対
応
も
機
能
し
て

い
る
と
は
言
い
難
い
。
そ
れ
で
も
な
お
、
今
日
の
目
線
で
、
特
定
歴

史
公
文
書
と
し
て
新
た
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
引
き
続
き
保
存
が
継
続

す
る
意
義
は
大
き
い
。
重
要
な
こ
と
は
、
再
選
別
は
保
存
を
す
る
こ

と
を
大
前
提
に
行
う
べ
き
で
、
廃
棄
を
す
る
契
機
と
す
る
こ
と
は
厳

に
慎
む
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

公
文
書
管
理
法
を
始
め
全
国
の
都
道
府
県
、
基
礎
自
治
体
で
公
文

書
管
理
条
例
を
施
行
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
増
え
て
い
る
中
で
、
条
例

の
施
行
に
伴
っ
て
再
選
別
を
開
始
し
た
と
い
う
話
は
聞
か
な
い
。
そ

の
意
味
で
は
、
当
館
の
事
例
も
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
る
余
地
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
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【 

注 

】

（
１
）	
次
の
三
点
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
。
一
点
目
は
、「
重
要
な
」「
軽
易
な
」

な
ど
の
言
葉
の
目
安
を
示
し
た
こ
と
、
二
点
目
は
、
文
書
の
例
示
を
増

や
し
た
こ
と
、
三
点
目
は
、
同
案
件
で
複
数
の
課
が
作
成
す
る
簿
冊
は
、

ど
の
作
成
課
の
簿
冊
を
引
き
継
ぐ
の
か
が
明
記
さ
れ
た
。

（
２
）	「（
前
田
）
来
年
四
月
か
ら
条
例
が
施
行
に
な
る
訳
で
す
が
、（
中
略
）
ひ

と
つ
申
し
上
げ
る
と
、
文
書
の
保
存
年
限
の
変
更
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、

知
事
部
局
で
は
、
永
年
保
存
、
一
〇
年
保
存
、
五
年
保
存
、
一
年
保
存

に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。（
中
略
）
こ
の
う
ち
の
「
永
年
保
存
」
を
「
三
〇

年
保
存
」
に
変
更
し
ま
す
。
も
っ
と
も
、
台
帳
の
よ
う
に
継
続
し
て
使

用
す
る
も
の
は
常
用
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
全
て
の
文
書
が
、

公
文
書
館
に
移
管
す
る
か
廃
棄
と
な
り
ま
す
。」（「〔
討
論
会
議
録
〕
条

例
施
行
で
、
公
文
書
の
扱
い
は
ど
う
変
わ
る
の
か
？
」『
鳥
取
県
立
公
文

書
館
研
究
紀
要
』
第
七
号 

二
〇
一
二
年
）

（
３
）

（
４
）	

令
和
三
年
三
月
末
時
点

（
５
）	

島
谷
容
子
「
鳥
取
県
に
お
け
る
Ｒ
Ｐ
Ａ
（
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
型
ロ
ボ
ッ
ト
）

の
導
入
」『
記
録
と
史
料
』
第
31
号 

二
〇
二
一
年

Ⅱ部

（固有事務）

一目 総務

二目 民主

三目 労働

四目 衛生

五目 農業

六目 農地

七目 商工

八目 土木

九目 企画

Ⅰ部

（共通事務）

一目 人事

二目 予算

三目 給与

四目 庶務

【表】　再選別対象の公文書（簿冊）数と 5年ごとの精査数

条例制定前の
引継公文書総数

再選別不要数
（S28 以前）

再選別対象数
（S29 以降）

作業年度と
精査数

残数

32,188 7,623 24,565

H29 ～ H30 年度
1,400

23,165

R1 年 8 月
670

22,495

R1 年 12 月
　　　　517

21,978

R2 年 3 月
　　　　497

21,481

R2 年 6 月
　　　　328

21,153

R3 年 1 月
　　　　424

20,729

精査数合計 3,836 20,729


